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平
成
30
年
第
２
回
芝
山
町
議
会
定
例
会

（
以
下
、
「
６
月
定
例
会
」
と
い
う
。
）

は
、
６
月
５
日
に
招
集
さ
れ
、
６
月
８
日

ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
開
会
日
に
は
、
学
校
教
育
施
設
と
子
育

て
関
連
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
委
員

会
設
置
条
例
や
、
総
額
約
２
４
２
１
万
円

を
追
加
す
る
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
等
の
15
議
案
と
、
損
害
賠
償
請
求
の

示
談
な
ど
を
含
ん
だ
報
告
４
件
が
町
長
か

ら
提
出
さ
れ
、
提
案
理
由
説
明
に
続
い
て

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
問
は
、
介
護

保
険
料
の
軽
減
額
変
更
に
関
し
て
な
ど
、

福
祉
政
策
に
関
係
す
る
質
問
内
容
が
集
中

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
４

名
の
議
員
が
登
壇
し
、
「
竹
を
活
か
し
た

観
光
振
興
」
「
児
童
公
園
の
整
備
」
「
農

業
の
担
い
手
政
策
」
「
成
田
空
港
機
能
強

化
に
向
け
た
進
捗
状
況
」
「
県
道
の
整

備
」
「
町
の
持
続
可
能
性
」
等
に
つ
い

て
、
制
限
時
間
を
最
大
限
に
使
っ
た
活
発

な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
は
６
月
定
例
会
前
ま
で
に
受

理
し
た
請
願
３
件
と
陳
情
１
件
が
、
議
長

か
ら
の
付
託
に
よ
り
各
常
任
委
員
会
で
、

具
体
的
か
つ
専
門
的
に
審
査
さ
れ
、
請
願

は
３
件
全
て
採
択
、
陳
情
は
不
採
択
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
15
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ
採

決
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お
り

可
決
。
ま
た
、
各
委
員
長
か
ら
の
報
告
を

受
け
た
請
願
と
陳
情
に
つ
い
て
は
、
委
員

長
報
告
の
と
お
り
陳
情
に
つ
い
て
の
み
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
請
願
の
採
択
に
よ
り
議
員
発

議
に
て
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
３
件
と
、

圏
央
道
促
進
決
議
案
が
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

【 表　紙 】
　芝山町近隣中学校野球大会。芝山公園
野球場の建設を機に大会が始まり、今年
で37回目の開催。成田市や富里市、多
古町など芝山町に隣接する自治体の中学
校が参加することから、今では注目され
る大会に成長。成東高校、成田高校、木
更津総合高校、横浜高校などに進学し、
甲子園の土を踏んだ選手も数多く輩出し
てきた伝統の大会で、部員11人の「さ
わやかイレブン芝中野球部」が３年ぶり
３回目の優勝を果たした。

夏模様に衣替えした「ひこうきの丘」

すべては、
人、町、暮らしの
ために

6 月
議 会

～第２回芝山町議会
定例会のあらまし～
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　６月定例会で審議された議案の
中から注目議案をご紹介します。
（議案採決Ｐ10）

photo/第三保育所夕涼み会

■
議
案
第
４
号
（
新
規
制
定
）

芝
山
町
学
校
教
育
施
設
等
及
び
子
育
て
関

連
施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
設
置
条
例

の
制
定

　
成
田
空
港
機
能
強
化
策
の
事
業
展
開
に

伴
い
、
本
年
度
か
ら
町
の
土
地
利
用
計
画

の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
重

要
な
位
置
付
け
と
な
る
、
学
校
教
育
施
設

と
子
育
て
関
連
施
設
の
建
設
計
画
や
配
置

な
ど
を
検
討
す
る
委
員
会
が
、
い
よ
い
よ

発
足
し
ま
す
。

○
課
題

　

成
田
空
港
の
滑
走
路
建
設
な
ど
に
よ

り
、
現
在
の
住
居
地
域
が
大
き
く
様
変
わ

り
し
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
や
保
育
所
な

ど
の
公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
役
割

　
小
学
校
や
中
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の

配
置
や
建
設
計
画
と
合
わ
せ
て
、
保
育
所

や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
学
童
ク
ラ
ブ

な
ど
の
子
育
て
関
連
施
設
の
望
ま
し
い
あ

り
方
を
検
討
し
ま
す
。

○
委
員

　
検
討
委
員
会
の
委
員
は
、
教
育
関
係
者

や
保
育
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
、
議
会

の
代
表
者
な
ど
20
人
以
内
で
構
成
さ
れ
ま

す
。

■
議
案
第
８
号
（
一
部
改
正
）

ひ
こ
う
き
の
丘
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

成
田
空
港
の
A
滑
走
路
に
一
番
近
い

「
ひ
こ
う
き
の
丘
」
で
、
観
光
情
報
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
の
告
知
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

○
改
正
内
容

　
「
ひ
こ
う
き
の
丘
」で
は
、こ
れ
ま
で
ポ
ス

タ
ー
な
ど
の
張
り
紙
や
張
り
札
な
ど
、
す

べ
て
の
広
告
物
を
掲
示
す
る
こ
と
が
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、今
回
の
改

正
で
、町
の
観
光
情
報
や
空
港
関
連
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
広
告
物
な
ど
を
、町
長
の
許

可
を
受
け
て
指
定
さ
れ
た
場
所
に
限
っ
て

掲
示
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　芝山の子供たちには、豊かな
自然を活かした体験学習をたく
さんさせて、のびのびと育って
ほしいと思います。特に幼いう
ちは、机に向かうような勉強よ
りも、土や水や生き物にたくさ
ん触れることが、その後の本当
の感受性や知性を育むことに繋
がるのではないでしょうか。

鈴木 賀代さん（はにわ台南）

　保育所にも昔みたいに送迎バ
スがあると便利ですね。若い家
族を増やしたいなら、子育て施
設を新しくした方がいいです
ね。子育て支援センターは部屋
が狭すぎて子供たちがかわいそ
うだと思いました。公園も少な
いので、外で遊べる場所がもっ
とあるといいと思います。

下野 英俊さん（中谷津）

「自然環境を
　活かした子育て」

「新しい施設で
若い家族に魅力発信」

町の子育て支援に望むこと

動き出した
将来構想



常任委員会 REPORT

【請願】　議会に提出された請願は、所管常任委員
会に審査を付託し、その審査の結果を本会議に報
告し、議会としての採択、不採択の決定をします。
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両
委
員
長
が
采
配

精
神
障
害
者
に
も
医
療
費
助
成
を

採
択
に
決
定

『
精
神
障
害
者
も
千
葉
県
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
と
す
る
意
見

書
を
千
葉
県
へ
の
提
出
を
求
め
る
請
願

書
』

　
「
障
害
の
改
善
の
可
能
性
が
あ
る
と
は

い
え
、
障
害
者
基
本
法
に
お
け
る
障
害
者

の
定
義
に
は
、
精
神
障
害
者
も
当
然
含
ま

れ
て
お
り
、
障
害
者
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。
憲
法
に
お
い
て
も
法
の
下
の

平
等
は
明
記
さ
れ
て
い
る
。
県
条
例
で
の

施
行
で
あ
れ
ば
、
町
の
財
政
負
担
に
大
き

な
影
響
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。」と
い
っ
た

意
見
が
あ
り
、
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
請

願
の
趣
旨
は
妥
当
で
あ
り
、
全
会
一
致
で

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

不
採
択
に
決
定

『
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署

名
・
批
准
を
求
め
る
と
と
も
に
、世
界
の

国
々
に
署
名・批
准
を
働
き
か
け
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
』

　
委
員
全
員
が
世
界
平
和
を
願
う
と
い
う

思
い
は
、
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
が
ら

も
「
国
に
よ
る
防
衛
や
外
交
問
題
と
密
接

な
関
係
も
あ
る
の
で
、
芝
山
町
議
会
と
し

て
踏
み
込
む
べ
き
内
容
で
は
な
い
。
」
と

言
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
採
決
の
結
果

賛
成
少
数
に
て
不
採
択
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
教
育
に
関
す
る
予
算
は
重
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
委
員
全
員
が
請
願
の
趣
旨

は
概
ね
理
解
を
し
た
上
で
、
２
件
と
も
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

　
平
成
30
年
第
２
回
芝
山
町
議
会
定
例
会
の
会
期
中
に
開
催
さ
れ

た
各
委
員
会
で
の
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

委
員
の
中
か
ら
、
請
願
理
由
の
文
章
の
中

で
、
一
部
文
言
が
現
実
の
制
度
と
整
合
性

が
と
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

意
見
も
上
が
り
ま
し
た
。

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

『
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に

関
す
る
意
見
書
』

　
学
級
定
員
規
模
を
縮
小
す
る
措
置
が
、

都
道
府
県
単
費
で
行
わ
れ
て
い
る
、
と
あ

り
ま
す
が
、
「
千
葉
県
は
果
た
し
て
そ
う

い
う
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
現
実
が

わ
か
ら
な
い
。
」
「
文
面
と
し
て
は
引
っ

か
か
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
相
対
的
な
流

れ
と
し
て
は
採
択
す
べ
き
。
」
こ
の
よ
う

な
意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。
義
務
教
育
の

基
盤
づ
く
り
は
国
の
責
務
で
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

教
育
予
算
拡
充
を

『
国
に
お
け
る
平
成
31
年
度
教
育
予
算
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
』

　
「
学
習
環
境
を
保
障
す
る
た
め
に
、
基

総
務
常
任
委
員
会
質
疑

ま
ち
づ
く
り

　
　
常
任
委
員
会
質
疑

夏休みの注意事項を読む芝山小児童
準
財
政
需
要
額
の
算
定
基
準
を
改
善
し
、

地
方
交
付
税
交
付
金
を
増
額
す
る
こ
と
と

あ
る
が
、
そ
う
な
っ
た
場
合
必
ず
し
も
教

育
費
に
充
て
ら
れ
る
保
障
は
な
い
と
思

う
。
」
「
本
町
の
学
校
に
当
て
は
ま
ら
な

い
項
目
も
あ
る
が
、
拡
充
し
て
い
く
こ
と

は
必
要
。
」
こ
の
よ
う
な
意
見
も
上
が
り

ま
し
た
が
、
教
育
環
境
の
整
備
を
よ
り
一

層
進
め
る
た
め
に
は
、
国
か
ら
の
財
政
支

援
は
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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傍 聴 席 か ら 一 言
　議員が過去の議会で質問した内容につい
て、その後の対応を聞いていたが、それに対
し町長は「検討します」というような答え方
をしていた。担当課の細かい説明とともに、
もっときちんと進捗状況などを出すべきだっ
たと思う。　　　　　　　　  （80代男性）

　もっと多くの町民が議会を聴いたほうがい
いと思うよ。会期日程を防災無線で流したら
いいんじゃないかな。議員の質問に対して、
町長には、なるべく簡潔で分かりやすく答え
てほしいな。　　　　　　　  （70代男性）

６月定例会 一般質問

質問議員 質　問　内　容 掲載頁

坂井�慶子

①地方創生について
　・里山の環境保全と竹林の資源活用
　・地方創生推進のための統一的なスローガンを
②子育て支援策の進捗状況と新たな提案
　・住宅地にあるような児童公園を増やすことは可能か
　・子供が自由に集える公共の居場所づくりを

P６

實川�嘉一

①農業振興策について
　・５年後、10年後の農業経営の具体的な構想
　・芝山町将来構想における農業振興の具体的な施策
　・食育推進計画における農業振興の具体的な内容
　・組織的な農業の経営体を作る支援を

P７

岩澤�達弥
①成田空港の更なる機能強化は
　・四者協議会で合意されてから３ヶ月経過
②�地域づくりに関する基本プランの「実施プラン」策定に向けて
　・�県道大里小池線と県道八日市場八街線の道路拡幅工事を急ぐべき

P８

小嶋�秀樹
①芝山町将来構想について
　・平成13年に策定した都市計画マスタープランの進捗と総括
　・新しい将来構想の検討
　・将来構想の基本理念と具体的な政策

P９

　成田空港の機能強化や圏央道の建設など、国家プロジェクトの推進により大きな
転換期を迎えることとなった芝山町。一般質問は６月５日に行われ、４名の議員が
登壇しました。一般質問とは、芝山町の様々な課題等について、提出議案とは関係
なく議員が町に考えを聞くというもので、通告制となっており定例会での質問が認
められています。議員は政策提言も含めて質問することができ、内容は自由です。

これからの芝山創生

※６月定例会の傍聴者は会期を通じて12人でした。

（敬称略）
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『一般質問』

竹
林
資
源
の
活
用
を
！

現
在
、
各
地
で
里
山
の
環
境
を
生
か

し
た
地
方
創
生
の
活
発
な
動
き
が
あ

る
。
芝
山
町
で
は
、
竹
林
の
整
備
を
兼
ね

て
竹
を
利
用
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
効
果

的
だ
と
思
う
が
。

【
町
長
】　
竹
が
有
効
な
資
源
に
な
る

こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
経
済
効

果
も
含
め
て
町
全
体
に
普
及
さ
せ
る
に

は
、
難
し
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。
当
面
は

※
竹
炭
サ
ー
ク
ル
「
か
ぐ
や
姫
」
や
、
山

中
古
道
保
存
会
な
ど
、
地
道
に
里
山
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
体
験
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の

検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

体
験
観
光
な
ど
を
通
じ
て
町
に
人
を

呼
ぶ
試
み
が
さ
れ
て
い
る
が
、
主
催

す
る
各
団
体
が
個
別
に
活
動
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
互
い
の
連
絡
体
制
や
、
同

じ
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
だ
ほ

う
が
良
い
と
思
う
が
。　
　

【
町
長
】　
ご
指
摘
の
と
お
り
で
、
統

一
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
具
体
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
は
必
要
と
考
え
ま
す
。
各
団
体
の

強
み
、
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
体
制

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

幼
児
向
け
の
遊
具
の
充
実
し
た
児
童

公
園
の
整
備
を
要
望
す
る
声
が
、
子

育
て
世
代
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

町
は
あ
ま
り
重
要
視
し
て
来
な
か
っ
た
と

思
う
が
、
今
後
の
対
応
は
。

【
町
長
】　
少
子
化
に
よ
る
利
用
の
減

少
や
、
遊
具
の
老
朽
化
な
ど
安
全
面

の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
検
討

課
題
に
し
ま
す
。
ま
た
、
子
供
の
多
い
地

区
と
高
齢
者
の
多
い
地
区
と
が
あ
る
の

で
、
町
と
し
て
は
地
域
の
現
状
に
合
わ
せ

る
形
で
考
え
ま
す
。
最
近
で
は
道
の
駅
に

で
き
た
公
園
ス
ペ
ー
ス
が
好
評
な
の
で
、

空
の
駅
も
検
討
し
、
児
童
の
た
め
の
公
園

の
充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
童
保
育
の
登
録
児
童
が
定
員
に
達

し
、
待
機
状
態
の
児
童
も
出
て
き
て

い
る
。
そ
こ
で
、
子
供
た
ち
だ
け
で
自
由

に
遊
び
に
行
け
る
公
共
の
場
が
あ
る
と
良

い
と
思
う
。
は
に
わ
台
や
バ
ル
ー
ル
ド
か

ら
比
較
的
近
い
場
所
に
あ
る
中
央
公
民
館

の
二
階
和
室
を
、
ほ
か
に
使
用
目
的
が
な

い
時
な
ど
、
共
有
の
子
供
部
屋
と
し
て
開

放
し
て
は
ど
う
か
。
夏
休
み
な
ど
、
長
期

休
暇
の
時
に
希
望
す
る
声
も
よ
く
聞
い
て

い
る
。
芝
山
で
も
共
働
き
や
核
家
族
が
増

え
、
子
供
た
ち
を
取
り
ま
く
家
庭
環
境
が

変
化
し
て
い
る
こ
と
に
も
目
を
向
け
る
べ

き
で
は
。

【
町
長
】　
公
民
館
の
和
室
は
、
高
齢

者
の
方
の
た
め
に
椅
子
が
置
け
る
洋

室
に
変
え
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
今

の
段
階
で
は
、
子
供
た
ち
に
は
学
校
の
ク

ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
、
知
識
や
体
を
鍛
え

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

竹炭サークル「かぐや姫」の作業風景

【竹炭サークル「かぐや姫」】（※）芝山町で自作の炭焼き窯を使い、竹炭や竹酢液を
作りながら、竹に携わる製品やオブジェを制作しています。また、地域と協力して、
里山の環境保全、　地域社会の活性化の活動をしている郷土思いのサークル団体です。

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間59分）

子
供
が
自
由
に
集
え
る

公
共
の
場
を
！

児
童
公
園
の
整
備
と

充
実
を
！

竹林資源を
観光に活用
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實川 嘉一　議員
（創芝会）

（所要時間48分）

『一般質問』

農
業
振
興
の
将
来
構
想
は

�

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直

し
や
芝
山
町
将
来
構
想
を
検
討
し
て

い
る
中
、
５
年
後
、
10
年
後
の
芝
山
町
の

農
業
の
現
状
及
び
構
想
に
つ
い
て
、
経
営

体
や
経
営
面
積
等
具
体
的
に
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

【
町
長
】　
職
業
と
し
て
の
農
業
の
確

立
、
農
業
経
営
と
生
活
の
分
離
を
推

進
す
る
こ
と
に
な
り
、加
え
て
労
働
環
境
、

労
働
条
件
の
改
善
の
た
め
の
社
会
保
障
や

退
職
金
制
度
を
導
入
し
た
経
営
体
の
育
成

も
必
要
で
あ
る
と
、
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
営
農
規
模
に
つ
い
て
個
別
経
営
体

で
、
農
業
所
得
５
５
０
万
円
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

芝
山
町
将
来
構
想
の
検
討
の
中
で
農

業
振
興
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検
討

し
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
た
か
。

【
町
長
】　
生
産
基
盤
の
整
備
や
担
い

手
の
育
成
、
高
付
加
価
値
農
業
の
育

成
と
拠
点
形
成
、
現
在
※
芝
山
お
米
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
田
植
え
、
稲
刈
り
体
験
を
行

い
、
参
加
者
か
ら
は
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
一
つ
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
、
収
穫
体
験
事
業
に
よ
り
都
市
と
農

村
と
の
交
流
促
進
と
地
域
活
性
化
を
図
り

ま
す
。成

田
空
港
周
辺
の
地
域
づ
く
り
に
関

す
る「
基
本
プ
ラ
ン
」の
中
に
農
業
振

興
が
あ
る
が
策
定
中
の
実
施
プ
ラ
ン
に
向
け

て
芝
山
町
と
し
て
何
を
要
望
し
て
い
く
か
。

【
町
長
】　
成
田
空
港
を
活
用
し
、
農

林
水
産
物
を
核
と
し
た
流
通
、
輸
出

に
向
け
た
積
極
的
な
展
開
、
そ
し
て
、
成

組
織
的
な
経
営
体
（
集
落
営
農
や
農

業
法
人
）
を
作
る
支
援
が
必
要
と
考

え
る
が
。

【
町
長
】　
収
益
性
の
高
い
魅
力
あ
る

農
業
を
目
指
し
、
労
力
の
省
力
化
と

生
産
性
の
向
上
を
行
う
と
と
も
に
、
農
地

利
用
の
促
進
と
都
市
型
農
業
の
育
成
を
推

進
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
新
し
い
農
業
に
向
け

て
、
芝
山
町
の
立
地
条
件
を
活
か
し
、
観

光
農
園
の
振
興
な
ど
の
施
策
の
検
討
、
推

進
も
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

田
用
水
事
業
を
強
化
し
、
安
定
的
な
農
業

用
水
の
確
保
、
水
田
の
大
区
画
化
あ
る
い

は
畑
地
利
用
が
可
能
と
な
る
圃
場
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

食
育
推
進
計
画
の
中
に
農
業
振
興
に

係
る
内
容
が
あ
る
が
具
体
的
な
施
策

は
。【

町
長
】　
地
産
地
消
の
推
進
と
町
内

外
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
、
地

元
農
産
物
の
魅
力
発
信
を
し
ま
す
。

�

こ
れ
ま
で
の
家
族
経
営
体
で
は
農
業

の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ
、
担
い
手
と
し

て
の
組
織
的
な
経
営
体
が
望
ま
れ
る
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
践
が
必
要
と

思
う
が
。

【
町
長
】　
農
地
や
農
業
者
の
現
状
に

対
応
可
能
な
、
複
数
の
地
域
に
ま
た

が
る
広
域
的
な
プ
ラ
ン
の
検
討
、
話
し
合

い
を
今
後
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

集
落
営
農
の
立
上
げ
に

支
援
を

芝山お米ネットワーク主催「田植え体験」

【芝山お米ネットワーク】（※）米農家有志で結成したグループ
で、芝山町が平成17年設置。芝山米のPR活動や消費者の交流
として田植え体験・稲刈り体験ツアーを開催しています。

農
業
は
芝
山
町
の

　
　
　
　
　
基
幹
産
業
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そ
れ
ぞ
れ
の
進
捗
状
況
は

国
に
お
け
る
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】　
航
空
法
の
改
正
が
あ
っ
て

初
め
て
取
り
組
め
る
こ
と
な
の
で
、

今
は
着
手
し
て
い
ま
せ
ん
。

千
葉
県
に
お
け
る
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】　
①
航
空
機
騒
音
対
策
基
本

方
針
の
見
直
し
を
始
め
て
お
り
、
こ

の
基
本
方
針
と
芝
山
都
市
計
画
の
変
更
に

は
、１
年
か
ら
１
年
半
か
か
る
予
定
で
す
。

②
具
体
的
な
地
域
活
性
化
策
を
盛
り
込
ん

だ
実
施
プ
ラ
ン
策
定
の
調
査
検
討
に
入
っ

て
お
り
、平
成
31
年
度
に
策
定
予
定
で
す
。

成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
に
お
け
る

進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】　
①
計
画
段
階
で
の
環
境
影

響
評
価
準
備
書
を
作
成
し
住
民
の

方
々
に
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
②

滑
走
路
予
定
の
地
権
者
に
説
明
会
を
実
施

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
③
地
権
者
か
ら

※
土
地
売
渡
同
意
書
を
い
た
だ
く
た
め
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
④
先
行
実
施

さ
れ
る
A
滑
走
路
夜
間
飛
行
制
限
緩
和
に

伴
う
内
窓
設
置
事
業
等
制
度
策
定
に
向
け

て
周
辺
市
町
と
調
整
し
て
い
ま
す
。

芝
山
町
に
お
け
る
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】　
①
河
川
改
修
、道
路
整
備
、

移
転
用
地
の
確
保
な
ど
、
関
係
機
関

と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
②
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
進
め
て
い

ま
す
。
③
第
３
滑
走
路
用
地
の
地
権
者
説

明
会
に
同
行
し
、意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
。

県
道
大
里
小
池
線
は
、
町
財
源
で
の

整
備
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
49

年
に
県
道
に
昇
格
さ
せ
、
千
葉
県
に
よ
る

整
備
を
要
望
し
た
道
路
で
す
。
45
年
た
っ

た
今
も
局
部
改
良
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
、

　
特
に
道
路
整
備
を
！

高谷バス停附近（八日市場八街線）

【土地売渡同意書】（※）成田空港のさらなる機能強化に係る空港等変更
許可申請に伴う空港敷地内の地権者による同意書です。

岩澤 達弥　議員
（平成会）

（所要時間44分）

全
線
改
良
に
は
ほ
ど
遠
い
路
線
で
す
。
谷

間
地
域
を
縦
断
し
て
い
る
路
線
で
も
あ

り
、
谷
間
対
策
の
観
点
か
ら
も
最
優
先
の

道
路
と
考
え
ま
す
が
。

【
町
長
】　
副
町
長
を
先
頭
に
最
優
先

課
題
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

【
副
町
長
】　
成
田
土
木
事
務
所
と
綿

密
に
打
ち
合
わ
せ
、
最
優
先
課
題
と

し
て
進
め
て
い
ま
す
。

県
道
八
日
市
場
八
街
線
は
、
Ａ
ラ
ン

地
区
、
谷
間
地
区
、
Ｂ
ラ
ン
地
区
、

Ｃ
ラ
ン
地
区
を
横
断
す
る
道
路
で
す
。
一

部
都
市
計
画
道
路
と
し
て
決
定
し
て
い
る

道
路
で
も
あ
り
、
早
急
に
全
線
改
良
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】　
八
日
市
場
八
街
線
、
大
里

小
池
線
と
も
当
然
進
め
る
べ
き
で
、

地
域
づ
く
り
の
実
施
プ
ラ
ン
に
入
れ
る
こ

と
は
、
私
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山田地先から小原子へ（大里小池線）

どこまで進んだ
　　機能強化？
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平
成
22
年
時
点
で
の
人
口
見
通
し
を

１
２
，
７
０
０
人
と
し
て
い
た
が
、

現
在
７
，４
６
１
人
、そ
の
原
因
は
何
か
。

【
町
長
】　
空
港
の
移
転
で
予
想
以
上

の
方
が
町
外
に
転
出
し
た
の
が
大
き

な
要
因
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
結
果
的
に

減
少
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省

し
て
次
の
計
画
に
活
か
し
ま
す
。

利
便
性
の
高
い
住
宅
地
と
歩
い
て
ま

わ
れ
る
商
店
街
が
あ
る
小
池
地
区
、

駅
を
中
心
と
し
た
商
業
地
を
形
成
す
る
千

代
田
地
区
、
こ
れ
を
目
標
と
し
て
い
た
が

現
況
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】　
（
小
池
）
は
に
わ
道
の
開

通
と
風
和
里
の
開
業
で
利
便
性
は
上

が
り
ま
し
た
。（
千
代
田
）
駅
前
を
開
発

す
る
多
く
の
計
画
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
施
設
の
整
備
と
し
て
、
河
川
水

害
を
防
ぐ
雨
水
対
策
を
実
施
す
る
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
高
谷
川
の
実
態
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】　
喫
緊
の
課
題
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
所
管
す
る
成
田

土
木
に
改
善
を
積
極
的
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。良

好
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

合
理
的
な
土
地
利
用
を
進
め
る
と
し

て
い
る
が
、
移
転
跡
地
や
耕
作
放
棄
地
が

町
内
各
地
に
散
在
し
、
有
効
利
用
さ
れ
て

い
る
と
は
思
え
な
い
が
。

【
町
長
】　
航
空
機
騒
音
対
策
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

人
口
減
少
へ
の
対
応
と
し
て
、若
者・

子
育
て
世
代
の
流
出
抑
止
と
流
入
促

進
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】　

空
港
機
能
強
化
と
あ
わ

せ
、
若
い
就
業
者
が
増
え
ま
す
。
こ

れ
を
呼
び
込
む
た
め
、
町
内
に
居
住
地
を

整
備
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

す
べ
て
の
課
を
網
羅
し
た
※「
成
田
空

港
総
合
調
整
推
進
本
部
」で
の
横
の

連
携
と
認
識
の
共
有
が
重
要
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】　
人
口
流
入
の
受
け
皿
と
な

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
横
の
連
携
と
共
通
認
識
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
役

場
の
機
構
改
革
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

基
幹
産
業
で
あ
る
第
１
次
産
業
の
就

業
者
数
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

【
町
長
】　
国
や
県
の
事
業
と
町
独
自

の
事
業
を
組
み
合
わ
せ
、
意
欲
的
な

担
い
手
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
の
新
生
児
は
39
人
、
３
年
後
の

小
学
校
新
入
生
は
単
ク
ラ
ス
、
５
人

に
２
人
は
65
歳
以
上
、
日
々
刻
々
と
事
態

は
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
早
急
な
施
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】　
こ
れ
か
ら
空
港
周
辺
の
居

住
ニ
ー
ズ
は
増
加
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
に
備
え
、
町
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し

て
い
け
ば
人
口
は
増
加
し
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。

空
港
の
機
能
強
化
と
圏
央
道
の
開
通

が
、
本
町
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
ま

で
の
町
創
生
の
施
策
は
。

【
町
長
】　
圏
央
道
は
６
年
後
、
第
３

滑
走
路
は
10
年
後
に
供
用
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
年
は
そ
れ
に
向
け
た
ス

タ
ー
ト
の
時
で
あ
り
、
確
実
に
各
種
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

次
世
代
に
活
か
せ
る
か
？

　「
芝
山
町
将
来
構
想
」‼

現
行
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
「
検
証
と
反
省
」

新
将
来
構
想
の

　
　
「
共
通
課
題
」

【成田空港総合調整推進本部】（※）成田空港のさらなる機能強化に係る事業につい
て総合的な調整及び推進を図るために平成28年９月に設置。町長を本部長に管理
職の職員で構成しています。

小嶋 秀樹　議員
（清祥会）

（所要時間59分）

新
将
来
構
想
の

　
　
「
基
本
理
念
」
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議案�
番号

上程された
議案・概要・結果�

賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号

　
　
議
会
だ
よ
り

　
　
掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑦⑧⑨⑩⑪⑫
⑥
議
長

議
決
結
果

坂
井�

慶
子

實
川�

嘉
一�

麻
生�

孝
之

岩
澤�

達
弥

伊
藤�　
栄

小
嶋�

秀
樹

戸
井�
沢
夫

石
田�
謙
一

内
田�

白
民

平
山�　
弘

川
口�

幸
雄

伊
橋�

寿
夫

専決処分

第１号 専決処分の承認を求めることについて（芝山町税条例等
の一部を改正する条例）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 専決処分の承認を求めることについて（芝山町国民健康
保険税条例の一部を改正する条例）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 専決処分の承認を求めることについて（芝山町学童クラ
ブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例）

可決 
賛（11）・否（ 0 ）Ｐ11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の制定

第４号
芝山町学校教育施設等及び子育て関連施設のあり方
検討委員会設置条例（学校教育施設や子育て関連施設の望
ましいあり方を検討するための委員会を新たに設置するもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） Ｐ3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号
芝山町公的介護施設等整備事業者選定委員会設置条例
（公的介護施設等を整備する介護サービス事業者を適正に選定
することを目的とした委員会を新たに設置するもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号 芝山町重度心身障害者の医療費助成に関する条例（条
文の明確化と新たに定義付けする内容を加え全部改正するもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の一部改正

第７号 芝山町介護保険条例の一部改正（第１号被保険者の低所
得者について保険料の軽減額を改正するもの）

可決 
賛（10）・否（ 1 ） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号
ひこうきの丘の設置及び管理に関する条例の一部改正
（制限行為、禁止行為に関する規定を見直し、町長の許可を受
けた場合に限り指定場所への掲示を可能とするもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） Ｐ3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成30年度補正予算

第13号 一般会計（第１号）（道路橋梁費1,500万円等を追加し、総
額50億8,921万3千円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第14号 介護保険特別会計（第１号）（公的介護施設等整備事業者選
定委員報酬37,000円を増額し、総額6億2,103万7千円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

その他

第９号 物品売買契約の締結（小型動力ポンプ付消防自動車の購入
に伴い、契約を締結するもの。契約額16,989,320円）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第10号 物品売買契約の締結（消防ポンプ自動車の購入に伴い、契
約を締結するもの。契約額24,605,820円)

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第11号 物品売買契約の締結（中型バスの購入に伴い、契約を締結
するもの。契約額17,432,051円）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第12号
芝山町公共下水道施設の建設工事委託に関する協定
の変更協定の締結（本年度の下水道工事実施に伴い協定を締
結するもの）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第15号 損害賠償の額の決定（アーチ看板折損によるトラック衝突
事故に係る損害賠償額200万円の決定）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報　告

第１号 専決処分の報告
（平成29年度芝山町一般会計繰越明許費繰越計算書） － － － － － － － － － － － －

第２号 専決処分の報告
（特別児童扶養手当の支給に関する損害賠償の決定と和解） Ｐ11 － － － － － － － － － － － －

第３号 専決処分の報告
（看板折損事故による損害賠償額の決定と和解） － － － － － － － － － － － －

第４号 専決処分の報告
（町道陥没により発生した事故の損害賠償額の決定と和解） － － － － － － － － － － － －

議員発議（第１号から第３号は請願の採択による発議）

第１号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 可決 
賛（11）・否（ 0 ） Ｐ4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 国における平成31年度教育予算拡充に関する意見書 可決 
賛（11）・否（ 0 ） Ｐ4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 精神障害者も千葉県重度心身障害者医療費助成制度
の対象にすることを求める意見書

可決 
賛（11）・否（ 0 ） Ｐ4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号 圏央道（大栄・横芝間）の早期完成等に関する決議 可決 
賛（11）・否（ 0 ）Ｐ14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳　情

第１号
日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求めると
ともに、世界の国々に署名・批准を働きかけること
を求める意見書提出を求める陳情書

否決 
賛（ 2 ）・否（ 9 ） Ｐ4 ○ ○ × × × × × × × × × －

平成30年第２回定例会で
審議した議案とその結果議員の賛否を公開

※議長は採決に加わりません。
【専決処分】議会が議決または決定すべき事項を、地方自治法の規定に
より町長が議会に代わって処理すること。損害賠償等は町の規程により
100万円以下が専決処分可能。
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全員協議会 REPORT

きめ細やかな対応を要求
全員協議会で協議された内容を報告します。

■ 

４
月
20
日

問

（
平
山
議
員
）
消
防
団
員
の
退
団
年
齢
は
、
何

歳
位
か
。

答
（
総
務
課
長
）
全
体
的
に
は
比
較
的
若
い
年
齢

で
退
団
し
て
い
ま
す
。

問

（
内
田
議
員
）
自
主
防
災
組
織
に
交
付
さ
れ
る

補
助
金
と
内
容
は
。

答
（
総
務
課
長
）
補
助
金
は
機
材
を
揃
え
た
り
す

る
費
用
や
防
災
倉
庫
の
建
設
費
が
対
象
で
あ
り
、

限
度
額
は
あ
り
ま
す
。

問

（
麻
生
議
員
）
消
防
団
員
の
不
足

は
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
町

と
し
て
消
防
団
員
募
集
の
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
い
。

答
（
総
務
課
長
）
国
民
保
護
と
い
っ

た
視
点
か
ら
も
団
員
募
集
の
啓
発
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

問

（
岩
澤
議
員
）
基
本
プ
ラ
ン
は
千

葉
県
が
作
る
べ
き
と
思
う
が
、
な
ぜ

四
者
協
議
会
と
い
う
団
体
が
発
行
し

て
い
る
の
か
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
四
者
協

議
会
の
事
務
局
は
千
葉
県
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
実
際
は
千
葉
県
が
作
成
し

て
い
ま
す
。

■ 

５
月
17
日

問

（
平
山
議
員
）
空
家
対
策
に
つ
い
て
、
業
務
と

し
て
担
当
職
員
を
配
置
し
対
策
を
進
め
る
考
え
は

あ
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
主
幹
）
協
議
会
を
早
々
に
立

ち
上
げ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

（
坂
井
議
員
）
「
空
き
家
」
だ
け
で
な
く
「
空

き
地
」
に
つ
い
て
も
対
策
を
検
討
し
て
は
。

　４月から６月に開催された全員協議会の中で、住民の暮らしや
制度に関して改善策などを要求しました。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
主
幹
）「
空
き
地
」
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

（
小
嶋
議
員
）
成
田
空
港
機
能
強
化
関
係
の

課
題
は
随
時
取
り
込
ん
で
い
く
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
主
幹
）
随
時
計
画
に
落
と

し
込
ん
で
い
き
た
い
。
周
辺
の
道
路
計
画
な
ど

に
つ
い
て
も
成
田
土
木
事
務
所
や
周
辺
市
町
と

情
報
交
換
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
落
と
し
込

ん
で
い
き
ま
す
。

問

（
坂
井
議
員
）
給
食
費
の
無
料
化
に
関
し
て
、

ア
レ
ル
ギ
ー
等
に
よ
り
給
食
を
利
用
で
き
な
い

子
ど
も
に
と
っ
て
は
不
公
平
で
は
な
い
か
。

答
（
学
校
教
育
担
当
課
長
）
予
算
に
関
す
る
内

容
な
の
で
、
今
後
、
対
応
策
を
検
討
し
ま
す
。

問

（
平
山
議
員
）
小
中
学
生
の
登
下
校
時
な
ど

に
「
見
守
り
隊
」
を
実
施
し
た
い
が
、「
町
で

車
に
貼
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
用
意
で
き
な
い
か
」。

答
（
学
校
教
育
担
当
課
長
）
パ
ト
ロ
ー
ル
ス

テ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
で
対
応

可
能
で
す
。

■ 

６
月
１
日

問

（
岩
澤
議
員
）
報
告
第
２
号
関
係
で
、
損
害

賠
償
の
発
生
理
由
は
「
事
務
処
理
を
怠
っ
た
」

た
め
の
よ
う
だ
が
、
懲
戒
処
分
等
に
つ
い
て

は
。

答
（
総
務
課
長
）
芝
山
町
に
は
「
分
限
・
懲
戒

審
査
委
員
会
」
が
あ
り
、
今
回
は
審
査
会
を
３

回
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
上
司
に
当
た
る
課

長
と
係
長
に
対
し
て
「
文
書
に
よ
る
厳
重
注

意
」。
当
事
者
に
は
「
訓
告
」
と
い
う

処
分
に
し
ま
し
た
。

問

（
小
嶋
議
員
）
放
課
後
児
童
保
育
に

５
年
以
上
の
経
験
が
あ
れ
ば
、
資
格
を

有
し
て
い
な
く
て
も
、
支
援
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
課
主
幹
）
５
年
以
上
補

助
員
と
し
て
学
童
保
育
に
携
わ
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
支
援
員
に
な
れ
ま
す
。

問

（
伊
藤
議
員
）
中
学
校
の
部
活
動
で
、

団
体
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
活
動
が
難
し
い

部
活
動
が
あ
る
ら
し
い
が
、
救
済
措
置

が
あ
る
種
目
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
子

供
た
ち
が
継
続
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、

学
校
と
教
育
委
員
会
で
協
議
し
て
継
続

で
き
る
よ
う
に
お
願
い
で
き
な
い
か
。

問

（
麻
生
議
員
）
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
話
を
し
て

理
解
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
仕
方
な
い
と
思
う

が
、
も
う
一
度
、
し
っ
か
り
と
保
護
者
ら
に
説

明
を
し
て
休
部
な
の
か
廃
部
な
の
か
を
伝
え
た

上
で
進
め
た
方
が
良
い
と
思
う
が
。

答
（
教
育
長
）
そ
の
件
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら

聞
い
て
お
り
、
学
校
に
も
事
情
を
聞
い
て
い
ま

す
。
学
校
に
こ
う
し
た
声
が
あ
っ
た
こ
と
は
伝

え
相
談
し
て
い
き
ま
す
。

みんなの笑顔も育てる学校給食
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金
ヶ
崎
町
は
、
岩
手
県
南
西
内
陸
部
に

位
置
し
、
北
は
北
上
市
南
は
奥
州
市
と
接

し
、
人
口
は
一
万
六
千
人
、
町
の
面
積
は

百
八
十
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
山
に

囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
土
地
で
あ
り
な
が

ら
、「
岩
手
中
部
金
ヶ
崎
工
業
団
地
」に
は
、

医
薬
品
や
半
導
体
、
ト
ヨ
タ
関
連
の
自
動

車
産
業
が
あ
り
、
製
造
品
出
荷
額
は
県
内

一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
金
ケ
崎
町
議
会
で
は
、
議
会
広
報
は
独

立
し
た
常
任
委
員
会
に
格
付
け
さ
れ
て
い

ま
す
。
担
当
の
各
委
員
が
責
任
を
持
ち
、

「
常
任
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
年
中
無

休
で
町
民
と
接
し
言
葉
を
交
わ
し
、
写
真

を
撮
る
な
ど
の
作
業
を
精
力
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
編
集
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

①�　
中
学
生
が
読
ん
で

も
理
解
で
き
る
よ
う

に
議
論
の
中
身
を
か

み
砕
い
て
編
集

②�　
議
会
事
務
局
に
た

よ
ら
な
い
で
議
員
が

積
極
的
に
編
集
に
携

わ
る

③　
議
会
定
例
会
の
翌

　

�

第
一
木
曜
日
に
は
町

民
の
手
に(

ス
ピ
ー

ド
発
行)　

で
す
。

　

編
集
方
法
と
し
て

は
、
定
例
会
初
日
か
ら

早
々
と
各
委
員
の
担
当

ペ
ー
ジ
を
割
り
当
て
ま

す
。
そ
し
て
定
例
会
終

了
翌
日
か
ら
レ
イ
ア
ウ

ト
表
を
作
り
、
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら

二
～
三
日
で
編
集
を
し

て
、
定
例
会
後
の
二
十

日
間
ほ
ど
で
す
べ
て
の

作
業
が
終
了
す
る
そ
う

で
す
。

　
広
報
の
顔
と
も
言
え

る
表
紙
写
真
を「
双
子
」

や「
祭
り
」な
ど
シ
リ
ー
ズ
化
に
し
た
り
、

最
初
の
見
開
き
ペ
ー
ジ
を
左
右
一
体
化
さ

せ
、
そ
の
時
々
の
話
題
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
に
し
た
り
と
、
随
所

に
親
し
み
や
す
さ
が
感
じ
ら
れ
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
当
初
予

算
を
解
説
す
る
ペ
ー
ジ
で
は
、
顔
写
真
と

イ
ラ
ス
ト
を
組
み
合
わ
せ
、
ス
ー
パ
ー
マ

ン
の
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
町
長
を
登

場
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
般
質
問
の

ペ
ー
ジ
に
は
、議
員
自
身
の
「
つ
ぶ
や
き
」

と
し
て
、
話
し
言
葉
の
ま
ま
マ
ン
ガ
の
様

な
吹
き
出
し
を
載
せ
て
い
ま
す
。
大
胆
で

楽
し
い
紙
面
か
ら
は
、
作
り
手
の
心
意
気

や
ユ
ー
モ
ア
が
大
い
に
感
じ
ら
れ
る
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
初
め
の
こ
ろ
は
、
広
報
に
顔
を
出
す
の

を
嫌
が
る
人
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

「
伝
え
、伝
わ
る
」議
会
だ
よ
り

　
平
成
30
年
６
月
28
日
か
ら
29
日
の
２
日
間
、
岩
手
県
金
ヶ
崎
町
と
宮
城
県
川
崎
町

の
議
会
広
報
委
員
会
を
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の
視
察
で
訪
ね
ま
し
た
。

議会だより編集委員会視察研修Report

ス
ピ
ー
ド
発
行
で

旬
の
情
報
を
発
信

▼岩手県金ヶ崎町議会で多くの町民を登場させる狙いや、スピード発行の極意などを質問する編集委
員。芝山町議会では、實川委員長と坂井副委員長を中心に、議会だより改革に取り組んでいます。

▶町村議会広報全国コンクール
に13年連続で入選している岩
手県金ヶ崎町議会。平成25年
には日本一に輝き、昨年は３位
入賞。モットーは「中学生が読
んでも理解できるように編集す
ること」。写真撮影からレイ
アウトまで全て議員が編集
している。
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日
常
的
に
委
員
が
町
に
出
て
い
き
、ま
た
、

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
連
続
入
賞
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
今
で
は
町
中
の
皆
さ
ん
が

協
力
し
て
く
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
さ

に
町
民
主
体
の
広
報
づ
く
り
の
理
想
形
、

と
も
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
川
崎
町
は
、仙
台
市
の
南
部
に
隣
接
し
、

蔵
王
山
麓
な
ら
で
は
の
西
北
風
（
蔵
王
お

ろ
し
）
が
吹
き
抜
け
る
こ
と
か
ら
住
宅
や

農
地
を
守
る
防
風
雪
林
が
作
ら
れ
、
そ
れ

が
町
独
自
の
緑
の
景
観
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

町
の
面
積
は
約
二
万
七
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
、人
口
九
千
人
の
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

　
こ
の
川
崎
町
の
広
報
の
大
き
な
特
徴
と

し
て
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
議

会
広
聴
と
広
報
を
一
つ
の
委
員
会
に
ま
と

め
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
広
報
紙
で

明
瞭
簡
潔
に
多
く
の
町
民
に
議
事
内
容
を

知
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
興

味
を
持
っ
た
方
々
が
議
会
中

継
を
見
て
よ
り
詳
し
く
知
る

と
い
う
流
れ
を
作
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
最
初
の

き
っ
か
け
と
な
る
広
報
の
編

集
は
し
っ
か
り
と
し
た
方
針

の
も
と
、
徹
底
し
て
委
員
会

に
一
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
議
員
個
人
の
癖
が
出
や
す

い
一
般
質
問
の
文
章
な
ど

は
、
字
数
制
限
や
余
白
を
取

り
込
む
レ
イ
ア
ウ
ト
で
統
一

感
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
内

容
が
正
確
に
伝
わ
る
よ
う
留

意
し
な
が
ら
も
、
広
報
全
体

と
し
て
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た

も
の
を
作
り
上
げ
る
と
い
う

合
意
形
成
の
も
と
で
作
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
四
年
以
上
か
け
て
き
た
と

個
性
を
統
一
す
る

編
集
ル
ー
ル

い
う
細
か
な
編
集
の
取
り
決
め
事
項
に

は
、
金
ヶ
崎
町
と
同
じ
よ
う
に
最
初
の
見

開
き
ペ
ー
ジ
の
見
や
す
さ
を
重
視
し
て
い

ま
す
。「
文
字
を
少
な
く
、
写
真
を
多
く
」

が
鉄
則
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、文
章
を
「
で
す・

ま
す
」
調
に
し
た
り
、

常
に
前
回
発
行
の
広
報

誌
の
反
省
点
や
改
善
点

を
検
証
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
掲
載
写
真
は
委

員
の
他
に
一
般
か
ら
募

集
を
し
、
コ
ラ
ボ
レ
ー

タ
ー
と
称
す
る
三
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力

を
し
、
数
多
く
の
子
供

や
地
域
の
様
子
を
撮
影

し
、
提
供
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
町
の
広
報
委
員
会
も
、
ま
ず

は
そ
こ
で
暮
ら
す
住
民
が
、興
味
を
も
ち
、

喜
ん
で
読
ん
で
く
れ
る
地
域
に
根
ざ
し
た

広
報
誌
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
改
め
て
強
く
伝
わ
っ
た
研
修
視
察
で
し

た
。
私
た
ち
芝
山
町
議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
に
も
大
き
な

影
響
を
う
け
る
も
の
だ
っ
た
と
も
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
編
集
方
針
を
し
っ
か
り
と

明
文
化
し
、
町
民
の
皆
様
と
の
対
話
と
な

る
よ
う
に
親
し
み
や
す
く
、「
伝
え
、
伝

わ
る
議
会
だ
よ
り
」
を
追
求
し
て
い
き
た

い
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
本
当
に
充
実
し
た
、
実
り
あ
る
二
日
間

で
し
た
。

町
民
に
喜
ば
れ
る

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

▲宮城県川崎町議会の視察冒頭で挨拶する伊橋議長。川崎町議会の視察受け入れは本会議場
で行われ、昨年は８団体が議会だより編集の視察に訪れた。

▲文字数制限や締切日など「約束事は必ず守る」という伝
統を引き継ぐ川崎町議会。

▶「目指せ！全国制覇」を合
言葉に、町民に親しまれ、か
つ見やすい紙面づくりを心が
けている宮城県川崎町議会。
町村議会広報全国コンクール
では過去５年で４度入選し、
昨年は８位入賞。４年の歳月
をかけ現在のスタイルに至
る。

【町村議会広報全国コンクール】全国町村議会議長会が主催するコンクー
ルで、入選10紙のほか表紙写真賞、奨励賞が選考される。昨年は45都
道府県279町村議会が応募。千葉県からの入選はありませんでした。
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５月25日　議員研修会

港で働く人が住みやすい町空

６月20日　芝山町議会・多古町議会

央道の早期完成要望を決議圏
　芝山町と多古町の議会議員で構成される連絡協議会の総
会が行われ、圏央道の早期完成について、要望活動を継続
するなどの活動内容が承認されました。圏央道の事業主体
である千葉国道事務所に提出する決議書の中では、空港周
辺に一般道からも乗り入れが可能な休憩施設の設置要望も
盛り込むなど、地域振興策の実現に向けて、両町はタッグ
を組んで前進することを確認しました。

　市町村議会広報研究会が千葉県自治会館で行われ、芝山
町議会から５人の編集委員が参加しました。全国町村議会
広報コンクールの審査委員を務める講師は、「議会広報の
役割は、説明責任を果たすことの他に信頼を築くことにあ
ります。そのためには関心をもってもらう工夫が必要で
す。」と前置きした後、参考事例を交えながら、広報編集
のテクニックを指導してくれました。

　国土交通省からの出向で、成田市の副市
長を３年間務めた（７月９日退任）吉田昭
二氏を講師に招き、「芝山町の地域振興」を
テーマにした議員研修会が行われました。
　成田空港の機能強化に伴い、地域振興の
３本柱を「定住人口と交流人口の拡大」
「産業の発展」「増収財源の有効活用」と
提唱した吉田氏は「空港で働く人達が住み
やすい機能的なまちづくりを目指してほし
い」と提言。また「産業の発展も大いに期
待できるので、戦略が大切になる」と、進
むべき道のヒントを議員らに語りかけまし
た。

News
＆

Topics

成田空港と圏央道の国家プロジェクトが進む芝山町周辺

県内市町村の議会だよりを手に指導を受ける編集委員

両町長も出席して行われた連絡協議会総会

７月５日　議会だより研究会

民との信頼を築く広報住
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７月10日　空港周辺９市町議会要望活動

７月11日　山武郡市議会自治功労表彰

音対策と地域共生策の実現

方自治の発展に多大な貢献

騒

地

　５月22日に行われた、成田空港周辺市町議会連絡協議会
総会で了承された「成田空港機能強化に伴う決議書」が７月
４日、国土交通省航空局に提出されました。また、７月10
日には千葉県と成田国際空港㈱にも同じ内容の決議書が提出
され、受け取った成田国際空港㈱の夏目社長は「内容をしっ
かりと受け止め、地元の理解を得ながら事業を進めていきた
い」と、今後の道筋を説明していました。

　５月24日に行われた千葉県町村議会議長会定例会におい
て、川口幸雄議員と平山弘議員が、町村議会議員18年以上
在職の特別自治功労の表彰を受けました。
　また、７月11日には山武郡市議員研修会の席上で、伊橋
寿夫議長と戸井沢夫議員、小嶋秀樹議員の３名が議員在職
10年の自治功労で表彰されました。

News＆Topics

平成29年度分政務活動費の支払い状況

政への政策提言を研究町
�「芝山町議会政務活動費の取扱いに関する基準」
に基づき、平成29年度分の政務活動費支出状況を
お知らせします。

　　　Check1　政務活動とは・・・
　　　　議員が町の課題や町民の意思を町政に反映
させるために行う調査研究活動などです。主に、視
察や現地調査の旅費、資料購入費などに使われてお
ります。芝山町議会では新聞購読料は２紙目を資料
購入費として認めています。

　　　Check2　政務活動費とは・・・
　　　「芝山町議会政務活動費の交付に関する条
例」に基づき交付されるものです。芝山町議会では
一人当たり年間72,000円（月額6,000円）を上限
に年度末精算方式を採用しており、１年分まとめて
会派に支出しています。

会派名 人数 
( 人 )

活動費 
( 円 ) 所属議員 主な使途

創芝会 ５ 189,352

◎内田白民
　平山　弘
　麻生孝之
　實川嘉一
　坂井慶子

資料購入費
（新聞購読料）
事務費
（議員手帳等）

平成会 ４ 271,549

◎石田謙一
　戸井沢夫
　伊藤　栄
　岩澤達弥

調査研究費
（県外視察 /高
知県大川村）
会議費
（食事代等）
資料購入費
（新聞購読料等）
事務費
（議員手帳等）

未来
芝山 １ 1,350 ◎川口幸雄 事務費

（議員手帳等）

地方自治
研究会 １ 0 ◎伊橋寿夫

清祥会 １ 600 ◎小嶋秀樹 事務費
（議員手帳）

合計
（５会派） 12 462,851 （◎は会派代表）

夏目社長（中央）に決議書を手渡した協議会の役員

山武市のぎくプラザにて表彰を受ける議員
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気
象
庁
が
６
月
29
日
、
観
測
開
始
以
来

初
の
６
月
中
の
関
東
地
方
の
梅
雨
明
け
を

発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
驚
く
間
も
な

く
、
７
月
に
入
っ
て
か
ら
は
西
日
本
豪
雨

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
関
東
地
方
で
40
℃
を
超
え
る
国

内
最
高
レ
ベ
ル
の
高
温
を
観
測
と
、
ど
れ

を
と
っ
て
も
記
録
を
更
新
す
る
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
に
は
な
い
気
候
の
激
し
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
る
夏
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

で
は
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け
る
、
よ
り

よ
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
新

た
に
編
集
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
変
わ
っ
た
な
」
と
、
お
気
づ
き
の
皆
さ

ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
６
月
議
会
が
終
わ
っ
て
一
息
入
れ
た
こ

ろ
岩
手
県
と
宮
城
県
の
広
報
委
員
会
を
た

ず
ね(

12
か
ら
13
ペ
ー
ジ
に
報
告)

、
７

月
に
は
市
町
村
広
報
研
究
会
に
参
加
し
、

学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

議
会
の
傍
聴
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、

議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
皆
様
に
議
会
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

My
Home Town

Episode 5

「ある日突然あなたが主役」

Ｑ どんなきっかけで、芝山町にやっ
て来ましたか？

　�　もともと芝山町飯櫃の生まれで、
20歳まで実家で過しました。結婚を
機に大阪市内に50年近く住んでいま
したが、実家が空家になり、農地を守
るため、今年の３月に息子と二人で芝
山へ戻って来ました。

Ｑ芝山町の印象は？
　�　家の近くにやすらぎの里ができて少
し風景が変わりましたが、それ以外は
のどかな里山のままという印象ですね。

Ｑ芝山町での生活はどうですか？
　�　芝山に越してきたばかりですが、
さっそく隣家の方に教えていただき
ながら田植えをしました。今年の稲
の実りがどうなるか、楽しみにして
います。私も長男も新しい職場で仕
事を始め、やっと生活に落ち着きを
持てるようになりました。

Ｑ町に望むことは？
　�　長年都市部に住んでいたので、どう
しても買い物が不便だなと感じています。車がなくても、色々なところ
に行きやすくなるといいなと思います。買い物場所や病院、不用品の回
収など、転入者に分かりやすい生活情報を出していただきたいですね。

ふるさとでの初めての秋の実りを楽しみ
にしています。

中
なかみち

道 あき子
こ

さん
（飯櫃）

Information
平成30年第3回芝山町議会
定例会のお知らせ

９月10日
９月21日
開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編

集

後

記

㈪から
㈮


